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老乞大の諺解文における陳述的時間副詞  
徐 尚揆   
Ⅰ．はじめに   
本稿は，中期及び近代朝鮮語の諺解資料『老乞大』の諸版に使用されている  
時間副詞のうち陳述的な意味機能を持っている一群の副詞について，その統語  
論的特徴を記述しつつ，十六世紀から十八世紀にわたる類義語間の対応関係，  
形態や分布の変化を明らかにすることを目的とする．  
すでに筆者は老乞大の六種の諸諺解本のテキスト対照による副詞のデータベ  
ース（1994），『積諾老乞大』のKW工C索引（1995）の作成を試みており，本稿  
はそのデータベースや索引及び拙稿（1992a，1992b，1993a，1993b）の索引顆の  
成果に基づいた研究である．  
ここで言う 「陳述的な時間副詞」の「陳述的」とは，時間副詞の本来の意味  
機能とも言える「文に述べられている事件や事柄の時間的な位置関係」を示す  
だけでなく，さらに「話し手の主観的な判断や態度など」を同時に示すことが  
できるようにする文法的な性質を意味する．この判断や態度というのは，事柄  
に対する話し手の予想や期待，あるいは他の事柄との関連性をどのように捉え  
ているかなどを表すものである．  
例えば，「ユ斗音吐生せ殻り？（keusa－ram，旦：j上皇肌W誠S¶i？彼，  
まだ来てないの．」「Otし1，豊里殻可．（mi，輌w弧S－eO．いや，  
もう来たよ．」のような対話の答えにおいて，「O一句（計jikまだ）」という時  
間副詞が用いられることによって，質問者は「彼はすでに来ていなければなら  
ない」という判断をしていることになる．同様に，「望珂（匹0トsseoもう，   
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すでに）」という副詞によって，彼はすでに来ており，そのことは質問者の予  
想（彼はまだ来ていない）に反するということが示されている．（1）   
つまり，半分残っている酒に対し七「まだ半分ある」または「もう半分しか  
ない」という正反対の見方ができるということと全く同様のことである．  
時間副詞が，事柄の時間的な位置関係以外に，このような「話し手の判断や  
態度」をも示す機能を果たす時，その副詞に対して「陳述的である」というこ  
とにする．（2）  
Ⅲ．老乞大における陳述的な副詞の分布  
本稿の調査対象になる六種の老乞大は以下のものである．＜＞の中は，本稿  
に引用する場合の略号を示す．   
（1）．『横諾老乞大』（十六世紀初め），上下二巻  ＜級老＞  
（2ト『老乞大諺解』（1670年），上下二巻  ＜老諺＞  
（3）．平安監螢版『老乞大諺解』（1745年），上下二巻 ＜平諺＞  
（4）．『重刊老乞大諺解』（1795年），上下二巻  ＜重諺＞  
（5）．『清語老乞大』（1765年），八巻  ＜清老＞  
（6）．『蒙語老乞大』（1790年），八巻  ＜蒙老＞  
これらの文献の中から収集された副詞のうち，陳述的な意味機能を持ってい  
るものは，話し手が文に述べられた事柄をどのように捉えているかによって以  
下のように分類することができる．  
（A）．時間的な距離に関する陳述的時間副詞  
臥 時間の近接性  
ヌ（g蝕），三吉（g鮎一七（m），聖7t（弧－－－ka），計サ（誠一Ska），  
☆フナ可（ぴrk卜Za），‥…・  
h暗闇の合致   
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①．T］r言（ma－j伽），叫吾（7tLa－jelm），中京1（maTChi），☆えl（m娼－Chi），  
祁（cbe），倉卒刊（倉卒っ），亨ワベ（紬si），  
②．ol司lot（i－je－ya），01茎全叫可（i－jeu－Zeu十me－Za），  
01三舎叫Ot（i－jeuヾmrya），……   
（B）．時間的な前後に関する陳述的時間副詞  
a．時間の先行  
①．望月（pal－SyeO），亨ロr（hh），司Ol（geui－i）・・・”・  
②．01可（il肥ui），望句（imeui），01可ペ（ト¶eui－SyeO），  
望句ペ（i∬reui－SyeO卜・・…  
b．時間の後行  
Ot司（計jik），せ雪（肌－jik）・・…・   
まず，時間副詞のうち陳述的に用いられている副詞の意味機能は，ある事柄  
の時間と他の事柄との「時間的距部」の表示にかかわるもの（A）と，「時間  
的前後」の表示にかかわるもの（B）に分けられる。  
（A）の副詞は，その距離の長さ即ち二つの事柄が各々成立する時間の間隔  
の大きさによって細分することができる。この間隔がゼロに近い場合，つまり  
二つの事柄が時間的に連続していると判断しているということを表す機能を  
「時間の合致」ということにしよう。これに対し，その間隔が，たとえ主観的  
ではあれ，ある程度の幅を持つという判断を表す副詞を「近接性」と呼ぶこと  
にする。   
（B）の副詞は文の内容あるいは文脈によって把垣できる基準に対しての時  
間的な前後を表すものである。これらはまた，基準としての事柄より時間的に  
前なのか後ろなのかによってさらに細分することができる。  
ここに取り上げる副詞は老乞大六種に用いられる副詞全体（延べ978語）  
に比べるとごく僅かな数にすぎないが，これらの副詞は一般に時間副詞とされ  
ているものの中でも最も典型的な陳述的修飾機能を持っていると考えられるも   
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のである．従って，これらの文法機能を正しく捉えることは，中期・近代朝鮮  
語のみならず現代朝鮮語の副詞の体系化において非常に大きな意味を持つ．ま  
た，語彙史の観点からも時代別の用法を記述することによって，副詞の歴史を  
把握できるのである．  
Ⅲ．時間的な距＃に関する陳述的時間副詞   
】Ⅰ－1．時間の近接性   
「時間の近接性」とは，文の事柄の成立した時点が，大抵の場合には発話時  
（基準となる時）に非常に近接しているということを表す陳述的な機能を指す．  
老乞大の諸版に見られる副詞のうち，こうした陳述的な意味機能を持ってい  
る副詞としては以下のものがある．（＝   
上の表でも分かるように，「ヌ（感触）」の場合には『清語老乞大』で著しく  
その頻度が低いが，他の文献ではほぼ同じくらいの分布を示している．『祝諾  
老乞大』に13回出現している「ヌ（癖）」のうち，他の意解本では別の副詞に  
なるものは「州呈（sa㌣rO）」＜重諺＞，「可呈土（bi－rO－SO）」＜清老＞，「貸   
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（gos）」＜蒙老＞の三つで，それ以外では「ヌ（g蝕）」に置き換えられるか副詞  
としては翻訳されない，   
一方で，「う｝フt（誠一ka）」は＜横老，老諺，平諺＞などにおいて表記の違い  
を見せるが，「ヌ（g蝕）」と同様に，老乞大の全文献でその使用を確認するこ  
とができる．  
次の（1033）例は「ヌ〔廊絶〕」＜禍老，老諺，平諺，垂諺＞が，「叶呈土  
（pl－rO－SO）」く清老＞や「更（gos）」＜蒙老＞に対応しているものである．（4）   
1033●・子・月卜可 肯司 ヰヱ・可／呈上・斗旦・Ⅷ・ナ・り／く老上51bl〉●子月】  
可盤問亨ヱOt／呈土斗旦Ⅷ十り／く老諺上46tカ1〉●子ベ1可盤間亨ヱOtl呈土  
中上川巨⊥／く平上46bOl〉●仔細可盤関与ヱOt／呈土司斗人1り／く重諺上47aO  
6〉●吾叫雪吾叫月忌司明白可景正／±1皇室上村旦咄かイ／く清三21M－2  
2a6〉●明白可子吉後叫量ヒ可且用句人1り／く蒙三18bl〉  
上記の各用例における「ヌ（曲）」は，その後に続く「放して行かせる，人  
を通す」という事柄の実現が発話時に非常に近接していることを示している．  
また，副詞の前に述べられている事柄即ち「厳しく取り調べる」ことが行われ  
た後のすその時間を表しているとも考えられる．  
このように，副詞「文（廊）」は本来の時間副詞としての時間表示機能以外  
に，文に述べられた二つの事柄の間の時間的な関係，つまり（1033）では近接性  
を表す機能を合わせ持っているのである．   
この際の「近接性」は物理的に計ることができるような性質のものではない．  
それは常に話し手による主観的かつ心理的な判断によるものである．話し手の  
判断の基準になるものが話し手自身の予想や期待あるいは希望などであるが故  
に，その判断Iま主観的なものと言わざるを得ない．陳述性を持つ副詞の最も顕  
著な特徴はまさにこの性質を指しているのである．  
次に引用する（2190）の例は「ズ〔g蝕新〕」＜撰老，老諺，平諺，清老，蒙  
老＞と「州旦〔s紙－rO新〕」＜重諺＞との類義関係を示すものである．   
2190●呈聖書卑・喜／せ司司司・叫く老下30b8〉●三唱吾尊01り／せ句中テ   
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司可く老諺下28aOl〉●呈望手書01り／せ司dlテ司司く平下27blO〉●盟呈望  
吾普01しりせ互可千早1疎く重諺下29aO9〉●習O一三ス1♀尊01り尊卑01テ司  
斗く清六19a3〉●三人周聖書蟄Dlりせ司弓子司斗く蒙六13a3〉  
副詞「：已（g蝕）」が「うⅢ〔誠一ka恰〕」などと結合して用いられる場合の  
例では，「うざフt（弧－ka）」だけに置き換えられるか（1200と1528の＜清老＞），  
「三さ（g蝕）」だけで対応する例（以下の1528と1530の＜垂諺，蒙老＞）も見ら  
れる．  
1200●・Ⅷ☆・フーズ・吉・々1斗・qr我恰練睡覚了1く老上57b3〉●Ⅷ製フーズ 吉・々1斗・q【我蛤塗睡覚了】く老上57b3〉●Ⅷ桝  
否々lotヰく老諺上52aOl〉●Ⅷ輿否々回ヰく平上52aOl〉●Ⅷ否々1〔⇒  
ヰく重諺上52bO8〉●Ⅷ皇丑吾沓斗ヱ々1可旦り／く清四08b2〉●Ⅷ即  
否 々1実qく蒙四03b3〉   
1528●畔高腰人中・互・呈・ペ：且斗【塗従高麗地面来1く老下01a7〉 ●  
輿高麗人中互五月且斗く老諺下01aO7〉●机高麗人中互呈月旦  
斗く平下01aO7〉●三朝鮮人中互呈王斗費土斗く重諺下01aO7〉●旦吐朝鮮  
吋互呈べ貴土斗く清五04b3〉●三朝鮮中主呈べ且斗く蒙五011）1〉   
1530●輿・ヰ・フナ■り／【胞漫出去了パ（S）く老下01a8〉●堂ZL呈叶フ川り  
／く老諺下01aO8〉●宝ZL呈叫フ川り／く平下01aO8〉●三門ql叫／【綾剛出門／】  
く重諺下01aO8〉●×く清五04b5〉●ユ叫ユナ1店可1卿小」呈し川…く蒙五plb  
4〉  
「ヌ」の表す時間的な範囲は，話し手が認識している「発話場面」であると  
言えるが（8），その時間的な幅はかなり広い範囲に肉かれているようである．  
以下の（2443）では「且・岳Ot・ネ・可（01鳩1a－Cl舟一個i今朝），且旨0ほ州（い  
r虐1a－Cl愈【re今朝），b一幸珊（a－d愈It－－e早朝に）」などの時間表現と共存して  
いる反面，（0022）では「Ol瑚（eo－jae昨日），C1711（eo－je昨日），Ol耳（eo－j＠i  
昨日）」，（1587）では「Ol三・全・tll（i－jeu－ZeuTineこの頃になって），C・】三♀  
Oll（i－je肝etmLeこの頃になって），Ol｝11（i－je今）」と発話時から見た時にそ  
の時間的な幅はさらに広くなっていく．   
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2443●鼠：宣＿空し二互：ヱ1／呈t雪可干・り／：朴71：主・号・朴斗く老下41a7〉●  
皇宣セほ湧／呈卑雪旦り／司71王朝斗く老諺下37aO8〉●皇呈＿勇名瑚／三号  
雪旦り／雪0†五胡可く平下37aO7〉●呈呈＿鑓竜頭／三月71考雪旦り／司7†叫  
0阿く重諺下39bO7〉●書中且≧♀可司1ql月一汁可l寸印可く清七09a3〉●三ほ  
城主粥雪正司フ1ヰ☆qく蒙七08a5〉   
0022●且瑚＿呈且・ヰく老上02al〉●づ＿烈呈且り斗く老諺上01bO9）●曳烈  
呈且り斗く平上01bO9〉●旦那三」江固く垂諺上01bO9〉●勇列呈且り斗く清  
一02a2〉●亘至t旦且り串く蒙一02a5〉   
1587●：望・q竺1▼至二会＿こ拙句三♀・qく老下03b3〉●望q竺1＿きむ炬L呈♀  
qく老諺下03aO7〉●更q c†主音州中三♀ヰく平下03aO7〉●翼ス†弧卦浅丘  
♀qく垂諺下03切5〉●×く清五07a6〉●領ス1三冥ネ♀qく蒙五04b7〉   
（2443）の「ヌ（g恕）」は，粥を食べたことの時間的位置として同じ日を示し  
ていると同時に，その事件と「発話場面」との距離がそれほど遠くないという  
「話し手の判断に基づく認識」を表すことになる．  
次の（0563）の例では発話時の前の年にあった事件を述べている中に「ヌ（曲  
）」が用いられている．   
0563●ユ王子・音更せ：ヱ周叫・朝／呈斗叫三・卑且・り／く老上30bl〉●  
ユ王司書ヰフト宮司空将0睡／三斗叫王ヰ且り／く老諺上2乃02〉●ユ三  
雪♀ヰノー宮司望句可閥／′宣布中主斗且り／く平上2乃02〉●ユi牛舎q  
フ一言項普可1可欄／呈せO一三斗斗／く重諺上27切1〉●ユ盗賊≡蛍雪可1可1  
詞書司サヱ杏阜辛叫／く清二18b4〉●司人音ql⊂1憫叫沓0ト王斗斗…く孝  
二15a7〉  
この場合には，たとえ前の年の話であってもそれを回想しながら述べており，  
実際には発話場面の一部として捉えているものと考えられる．  
一方，『擁諾老乞大』では「ヌ（癖）」以外の副詞が用いられ，他の諺解本   
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で「ヌ（g蝕），二号（g蝕－k肌）」が用いられている例がある．この場合には「・  
号・瑚〔jeuk－jae旋〕」＜横老＞，「子音〔k蝕－kqn旋〕」＜老諺，平諺＞，  
「人1曽〔sil〕a叩旋〕」＜重諺＞の類義関係が見られる．   
1091●・♀・司・王二三二丑☆・ヱ・斗ヰ・フ一旦過当十可／【我也盤繹庭喫裏／】  
く老上53a6〉●♀司三三量☆ヱO一三量雪旦り／く老諺上48細3〉●♀司三三  
量☆ヱ○ト三量雪旦り／く平上48a83〉●♀司q4生ゃヱ斗4豊雪旦り／く  
重諺上49aOl〉●♀司主サヱ斗雪可01雪号音喜スMフ1王不足写刀盲／く清  
四02bl〉●♀司且可司サヱ斗雪旦り／く蒙三20b2〉   
「ヌ（g蝕）」と同様に事柄同士の闇の時間的近接性を表しつつも，「ヌ（g蝕）」  
よりはその間隔がもっと離れていると感じられるものに「☆井（昭一b）」があ  
る．しかし，その間隔の差は計量できないものであり，実際の用例の中にはこ  
の二つの副詞が同様の機能を果たし置き換えられているものも少なくない．  
次の（2351）の「うトフt〔ぴ－h綾〕」＜研老＞は，『豪語老乞大』では「☆  
フt（誠一ka）」となっているが，『老乞大諺解』と『平安監営版老乞大諺解』で  
は「ヌ〔g蝕線〕」になっている．   
2351●3ヒ生せ・巨フ1・♀・呈 ・亨・Ot・ヰ［逸射的歪了］く老下37al〉 ●五里  
フ1喜71♀王手句中く老諺下33alO〉●五里71喜71♀呈す句中く平下33aO9〉  
●聖フほ71♀呈亨ヱ ／【射的歪了／】く重諺下35Ⅶ6〉●ユ貴意ヱ生普土斗く清  
七03a2〉●皇辻フ1且呈生刀ヰく蒙七02b5〉  
この文の内容になっている「矢を射る」ことは（2351）の発話の直前と考えら  
れ，「うざフナ（弧－ka）」は前述の「ヌ（頗）」と殆ど同様の機能を持っていると思  
われる．  
しかし，すでに言及したように，この二つの副詞は一つの文の中に共存する  
ことがあるが，次の（1529，1199）はその典型である．   
1529●机・叫・フt・り／羊朴司トフt・り・串［胎盤出去了／・・・］く老下01a8〉  
●輿叫7川り／羊司司1旦音01喜曽亨Otフナり斗く老諺下01aO8〉●☆フナ   
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呈ヰフ川り／羊司司1且喜01喜専守Ot7tり斗く平下01aO8〉●三門可1しり羊  
司司1旦舌01≡曹号司7tベり／【塵剛出門／‥・】く重諺下01aO8〉●ユ叫ユ十1羊  
司瑚フ囲く清五04b5〉●ユuユヒ†店可1劉串十三り7ト羊司可沓眉lく蒙五  
01嶺〉  
1199●・瑚 毀・フ一 文・召 音 ・々1斗・ヰ［我蛤絶睡覚了】く老上5乃3〉●相即  
否々回申く老諺上52aOl〉●用タフト万言ぺ中国く平上52aOl〉●用言勺】句  
中く重諺上52協8〉●Ⅷ皇丑吾召斗ヱ々1再旦り／く清四08b2〉●Ⅷ皇Zu  
吾々憎qく蒙四0罰泊〉  
Ⅲ－2．時間の合致  
「時間の合致」の副詞は，文に述べられている二つの事柄の間の時間的な一  
致を示すと同時に，それは話し手が予想・期待または希望していたことである  
という両面的な意味機能を合わせ持つ．「時間的合致」は時間副詞の固有な性  
質である事柄の時間的位置を示すことであり，「話し手の予想・期待・希望」  
などを表すことは陳述的である．反対に，「話し手の危惧・心配」などを基準  
とした話し手の判断を表す場合も考えられるが，そうした例は老乞大の諺解の  
中では見られない．（7）  
もう一つの分類は，事柄の間の時間の合致が予想や期待通りなのか，あるい  
はその予想や期待より遅いかによる．もちろん，そうした判断は話し手による  
ものであることは言うまでもない．前者を「適時合致」と言うならば，後者は  
「遅延合致」とも言えるであろう．  
先ず，話し手の予想や期待通りの合致を表す副詞の分布を見よう．   
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中書（m計jeu肌）  
叫ス1（m計Chi）  4 3  
☆可（1Il誠一Chi）  
瑚（ch肥）  
倉卒叫倉卒→）  
亨ワ人1（棚－Si）1   
これらの副詞の中では，「ワナス1（M－Chl），叶え1（】Tl針Chi），中吉（ma－j蝕l），  
叶吾（犯－jeum）」（ちょうど，良いタイミングで）の四つの形態で現れる「ワース1  
（m弧－Chi）」が代表的な存在であるが，「ロほ（Ill計j蝕1）」や「中書（m針jeum）」  
は『清語老乞大』でしか用いられていない．   
また，「瑚（ct愉eまだ）」「倉卒叫（倉卒っ倉卒の間に）」は『清語老乞大』  
と『豪語老乞大』でしか見られないが，やはり事件の時間が予想・期待にちょ  
うど良い具合に合致するという意味で共通しており，互いに類義関係をなす．   
「叫太1（m針Chi），☆可（M－Chi）」類は，その分布の面では，『垂刊老乞大  
諺解』（☆ヌ113，叫ス11）を除けば，各文献ともほぼ2－6回の出現頻度を示し  
ている．  
上記の副詞は，以下の（1223）のように期待あるいは予想されることが発話時  
において実現しているか否かについては関係しない．  
次の（1223）例は「・叫・ス1／叫ス1〔mhi恰〕」＜老諺、平諺＞が，「安〔gos  
就〕」＜重諺＞や「ヌR（ch紙）」＜蒙老＞に対応しているものであり，副詞に続  
く文の事柄は発話時において未だ実現していない．   
1223●・召■呈／望領上土・斗亨・更／出呈・「・司呈・ヰト／蛤明也】く老上5馳  
3〉●召喜収拾亨±ヱト亨瑳／吐軋呈コ司呈斗く老諺上52bO8〉●召喜収拾亨土  
斗亨更／吐旦呂旦司呈斗く平上52bO8〉●行李収拾亨±年号更／ユ司二廿里召  
嘲斗≧01量昌旦司呈こH…／只伯天産明了］く垂諺上53bO5〉●召書き喜三♀  
可1せ千人1ぎー旦司斗く清四10a3〉●召喜皇可土斗首唱祖宗旦司斗く蒙四04b6  
〉   
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上の（1223）の場合に夜が明けるという事件は，発話時にはまだ実現されてい  
ないが，宿で荷作りを終わるであろうその時間との合致を副詞「・ロトえ1〔恰〕  
／叫ス1〔m計Chi恰〕」＜老諺，平諺＞，「更〔即S就〕」＜垂諺＞，「瑚（cha  
e）」＜蒙老＞などによって示していると言えよう．この際，話し手は夜が明け  
るという事態の発生を期待または希望ないしは予想していることになるのであ  
る．  
次の（2917）は，発話時にはすでに実現している事柄同士の時間的合致を表す  
ものである，   
2917●王・斗を・脅・互：人卜司・亨・0り：嘲・0ト宅・望・増・可：菩・亨・要q叫  
朗：丘・可・ql書・ベ［…／塩好作東到】く老下66a6〉●五年著者主人t司  
亨可／司lo帽♀弓可貴官頸テリ座L五可ql喜入tく老諺下59bO7〉●三斗召  
尊王斗司亨可／司1。憎喜瑠司書号奨チリ／三土主立可ql舎人tく平下59∽6〉  
●司71貨物舎ぺ主斗7t司亨句／商量亨司定夫1貴亨更司り／旦塾長舌1ql  
且叫q［…他好作到来了】く重諺下61bO8〉●♀司王呈小月7t司を物貨≡／  
ql且71重71テ司議論五司 書瑚／切子人1♀刀人1三上量孟斗く清八15a4〉●  
三斗フトヱ司号句7ト司巻物買パフl≡議論亨司り皇旦ql暑中く安八15a4〉  
特に，『清語老乞大』の場合には，「1」1吾人1♀フ中1生宣長斗（陀jeuk一  
日ionkeo－SimTjetmjyo－廿仏 君がすそ来たのがちょうど良い）」となって  
おり，副詞「叶吾（ma－jetJn）」の修飾領域が「tjl吾人l♀召（rM：jeuk－Sion  
keo5君がすそ果たこと）」という文全体であることが明確になっている．  
『踊讃老乞大』に一例しか現れていないが，「・亨・ワ・人】〔1触i恰〕」も  
他の文献ではすべて「うざ可（M－Chi），中音（m計jeum）」に対応しており，同じ  
機能を持つ．  
2229●・01吾7t・蚕・可・△十☆・q・亨・ワ・人1  五・斗卜・蛤好］く老下3289〉●01  
吾フtス1スlotうー中生塑丘可く老諺下29aO8〉●01吾ブース1可Otうト中生製主  
可く平下29aO7〉●01吾号「与叫手0lot旦旦孟可【…絶好］く重諺下30Ⅶ8〉  
●01吾叫書生重量亘りく清六21a2〉●01亨叫可☆甘亨りく蒙六14M〉   
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次の（0552）では，「・叫・ヌ1（m計Chi）／☆ス＝mぴ－Chl）〔恰〕」＜老諺，平諺，  
垂諺＞と同じ修飾機能を，「ロ帽（m計j㊥m）」＜清老＞と「倉卒ql（倉卒っ）」＜  
蒙諺＞が遂行している．   
0552●ユヰ・ユ・Ⅷ…／・小Otし†・り出捕盗官・斗・月／卜／蛤好有捕盗  
的官来／］く老上29b5〉●ユ客人可…／司朝ヰ」ト／旦塑五可王召督ヒ官員  
01斗／く老諺上26切7〉●ユ客人01…／司々l司1ヰり／旦型玉可三軍智七∵官員  
01斗／［…／塩好有捕盗的官来／】く平上26bO7〉●ユ叫ユリ・‥／司々】司1ヰり／旦塑  
孟可捕盗亨ヒ音型0lol月／卜偲好右捕盗的官／］く重諺上26bO7〉●ユ叫ユ  
1…フ川司々1申せ辛可1／生呈盗賊沓ヒ官員巡検重大1中三ス1司／く清二17b  
4〉●ユ叫ユリ・‥中人1司々lot包呵／盗賊喜甘ヒ官員0171司冥ネ斗巡滋  
亨71≡皇室盟せ叫く蒙二14a5〉  
これらの陳述的な副詞が「話し手の期待・希望」などのプラス志向の基準と  
関連していることは『老乞大諺解』，『平安監螢版老乞大諺解』，『重刊老乞  
大諺解』に見られるように，副詞「長句（ty針hiよく），孟可（jy伊もiよく）」  
と共存していることからも明らかである，  
また，「五可（tyo功i），孟可（jyo止i）」と同様の意味を持つ形容詞との結合  
でも同じことが言える．   
0152－1●再1亨・叫呈・彗・斗ウ一刀・り／ヰ・司：望・スト司：フトロ1二吐二旦：  
玉・主・ヰ【…／ロ自問恰好倣火伴去】く老上0馳5〉●qlol彗呈 き斗フt71盲／♀司  
嘆ス】可7匝1土製五呈qく老諺上07blO〉●ql01可 呂 き斗7t71盲／♀司  
冥スl可フt可吐旦玉呈qく平上07blO〉●qlol可フt呂宣誓司亨望／♀司  
至7tス1呈7匝1五里孟可［…／ロ自冊立好一同去】く重諺上08a肌〉●q斗♀司  
ヰ吾更叫音増亨斗者旦呈／吾垂】聖ス1017tヒ刀ス1旦皇含亘り斗く清一11  
ぜ亨Ot7憎一定塾召主立写司呈ヰく   a4〉●ql呈 書中フt土斗亨喧／♀司  
蒙一11bl〉  
上の（015ト1）の例では「玉呑q（ty血－ta良い），孟春可（jyoh－ta良い）」と  
いう用言の前に，「叫可（m計Chi）」＜鰊老，老諺，平諺＞，「瑠可（jyeoI甘－hi  
）」＜重諺＞「亡1♀（deo－Ok）」＜清老＞「塾包呈（jiIトSil－10）」＜蒙老＞が用   
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いられている．「叶え1（m針Chi）」以外の副詞は「叶ぇ＝m計Chi）」と類義関係で  
あるかに関しては多少問題が残るが，副詞の文法機能の面では全く同じである  
と言ってもかまわないだろう．  
似たような例を挙げてみよう．   
0521●：壬・づ・互・可可：玉・亨」巨司［小心些還好］く老上27b2〉●壬ゼ亘ロ1王  
呈司忘写り叫く老諺上24bO8〉●三宅喜01王圭司五亨り斗く平上24bO8〉●壬  
づ喜01土製含亘り斗【只管小心些逸是】く重諺上24bO8〉●三宅亨ヒフリ1旦皇  
孟亘り斗く清二14b2〉●操心耳ロ1三呈勾 玉亨りキく蒙二11a5〉  
0599●…＝＝く老上32a6〉●…く老諺上29aO4〉●…く平上29aO4〉●ql享けl7l  
Otス1貴亨刀喜／三司1用 言 望01雪♀ワ1せ皇生玉亘り斗卜者一塊硝頭毯好］  
く垂諺上29aO2〉●…く清二21a3〉●…く章二18a2〉  
2302●…く老下35a2〉●…く老諺下31bO5〉●…く平下31tカ5〉●叫ユ叶旨q門  
叫中天刀中辛司門三宅表音雪旦ロ1旦包含キトイ先喫簡到門葦逸足】く垂  
諺下34aOl〉●×く清六22M〉●×く蒙六16a5〉   
2296●×く老下35al〉●×く老諺下31bO4〉●×く平下31bO4〉●司書句 ヲ司斗  
使喚亨ヒY頭斗O一号1き呈／生月≡『司せ飯葉書子可雪01ロ1旦塑孟可【  
…／也給他幾卓子飯菜喫絶好】く垂諺下33bO7〉●×く清六22b4〉●×く蒙六16a5〉  
次の（1470）の例では，『清語老乞大』の「ロ帽（m計j蝕1）」に対し，他の文献  
ではすべて「竺〔sto却〕」が対応している．   
1470●号・叫t］司・ネ・子・キ：フl・司・亨・q叫／：ql二塁・且・車中【待要尋  
件去来／件塑束了】く老上6馳6〉●亨叫し］司ネ不可7t司写司り／ql豊且叫q  
く老諺上62aO2〉●冒叫し］当ネ子斗7ト司亨司り／ql豊且叫qく平上62aO3〉  
●亨叫し1≡ネ三斗井司 亨司り／周豊且ヰqく重諺上62blO〉●☆フ一寸フt  
q司≡中三斗フtヱ司 亨司り／柿酢喜生亘司同月モ相国く清五01a5－6〉  
●増01q≡ネ三斗7ト司 書■司1ql豊尊卑く蒙四17b5〉   
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一方で「うーえ1〔mば－Chi綾〕」の用法の中には以上のものとは少なからず性  
質の異なるものも見られる．   
2584●叶号：且喜・せ吾：増・○トキ・三／…［縦右五分病／…】く老下47b7〉●可  
号五分せ亘 増01斗主／・‥く老諺下43aO5〉●叫号五分せ吾 増01斗主／…く平下4  
3a85〉●豊里五分人病喜可q主／・・・L逸得五分病／…く重諺下45aO8〉●×く清七  
17b6〉●五分病01王呈司十分01亡］亨司串く蒙七16a7〉  
上の（2584）では，『重刊老乞大諺解』の「うナス1（m出汁Chi）」以外は「可号（bi  
－rOk）」が用いられている．また，以下の幾つかの例は，動詞の前に用いられ  
ている「う←可（mぴ－Chi）」の意味として「時間の合致」も考えられなくはない  
が，それよりは「～してはじめて，やっと」などの意味に近く解釈し得るもの  
である．  
2642●…く老下51b9〉●…く老諺下46bO9〉●…く平下46一泊8〉●或寺子早望ヒ  
鳥岸勾Ot立冬雪qキ［…塵繁了】く重諺下4馳08〉●×く清七2仇迫〉●×く蒙七2  
0a2〉  
1859●…く老下14a．5〉●…く老諺下12bO9〉●…く平下12bO9〉●寸書 司71孟吾  
♀喜子可Ot旦塑叫三司斗【給我些好銀子毯要口尼】く垂諺下13t畑8〉●…く清五2  
0b5〉●…く蒙五17a7〉   
話し手が文に述べられた事柄同士の時間的な合致を自分の予想や期待より遅  
いものと感じて表現する場合に，先に命名した「遅延合致」の副詞が用いられ  
る．これは，同じ時間の合致に対して，話し手がどのように判断したか，即ち  
どこにその基準をおいて判断するかの違いによるものである．   
老乞大の諺解文における陳述杓時間副詞  
01瑚（i－jae）  
01可（トj軌）  
01ス帖（トje－－Ⅰ愈1）  
01可ヒ（トj＠i側1）  
01ネ1王（トj＠i－do）  
0拍lot（トj㌣ya）  
01三全州可  
（i－jelナZeul肥－Za）  
01三舎可10t  
（i－je11づⅧ仰）  
?????
このうち，とりたての語尾と結合した形の「01司lot（トje－ya今になって初  
めて，やっと）」，「Ol三全司－△ナ（i－je肝Zeul源一Za今になって初めて，やっと  
）」，「01三舎叫Ot（i－jeuっl皿－e－ya今になって初めて，やっと）」は明らかに  
常に「遅延合致」の意味機能を持つが，その他は文脈によって単なる時間表示  
機能を遂行するか，「遅延合致」の陳述的用法を示すかが決まると考えられる．  
明らかに「遅延合致」の陳述的な用法を示す例を見よう．次の（1586）では，  
『擁護老乞大』の「01三・全・叶可〔i－jeu－Zeuニー了l計一之a這時間〕」に対し，  
「01三舎叫Ot〔トjeul引皿肘モーa這時間〕」＜老諺，平諺＞，「01メ1lot〔卜je－  
ya這時候〕」＜重諺＞がそれぞれ対応している．  
1586●：望・q Ol互・全・叫・ム「  ヌーき・q［志度遥哩阻権未到］く老下03b2－3〉●  
望q cl主音刊可   ヌ♀ヰく老諺下03aO7〉●栗q  01三♀可】中三  ♀qく平下03a  
07〉●望ス1過重文阜q［忠磨逼壁展綾到来］く重諺下03bO5〉●×く清五07a6  
〉●望ス1ラこ 聖ネ♀ヰく蒙五04b7〉   
（1586）の用例は，原文では「七月の初めに出発した」という話に対する質問  
である．つまり，話し手は「それならもっと早く着くはずなのだ」という（判  
断の基準としての）前提に立ち，ひの到着が遅かったという態度をあらわにし  
ているということになる．従って，もしもその基準をもっと後にしたならば，  
自分の予想より早く着いたと判断することになるので，前述の「適時合致」の   
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副詞か，次に述べることになる「時間的先行」の副詞を用いることになるので  
ある．  
その他の副詞のうち，次の（2711）の「01瑚（i－je今）」の場合には「0周Ot（  
i－je－yaやっと）」という意味に解釈できそうであり，「遅延合致」的な意味  
を持っていると言えそうであるが，その他は単なる時間表示機能しか持たない  
用例であった．   
2711●：望・且・呈［中三・司／フt・q：喜子・禦七巨り／：Ⅷ二三1＿二丑・7t・土・2日…／  
我皇旦全去也】く老下56虚〉●骨旦旦叶喜叶／フtq貴亨望qり／周三1丑7t土斗く  
老諺下50bO3一刀4〉●増旦呈司書可／7tq貫首甥司り／唖ヱ1日17t土中く平下50b  
O2－03〉●司71病01ノ弓可号音割亨句皇子フt可貴亨項目り／Ⅷ旦塑7ト司  
号ヒり／【…／我剋全要去了】く重諺下52alO〉●病喜ロ17tス1貴冒頭司り／Ⅷ旦  
丑7tし1／く清八01a6〉●病喜キ王フ←ス1貴首領司りⅧ旦盈フt土斗く蒙八01a7〉   
（2711）の副詞が陳述的な意味機能を遂行しているとするには，「本当はもっ  
と早く行かなければならなかった」という前提が必要になる．上の例では「病  
気で行けずにいた」とあり，まさしくそうした前程を満たしている．   
他に，（1ⅠⅠ－1）の時間の近接性を表す副詞のうち（0013）の「☆7t・可（誠一k計  
za先ほどやっと）」＜掘老＞，「ヌ（g蝕先ほど）」＜老諺，平諺，垂諺，清老，  
蒙老＞なども「遅延合致」の意味を持つ．   
0013●・○卜司1：せ・テ・司圭司／：望・q☆7ト可dl且立卜・／窓磨塵到的這裏】く  
老上01b2〉●01メ】1せき叫1才子斗可≡／更q呈可司且ょく老諺上01bOl〉●01  
司1せき可Iqラ斗可E／望q三句司且立く平上01bOl〉●せき可1ヰ実刀lot領  
ス1呈可司且立【…忠磨毯到道真］く重諺上011カ1〉●01司17用せ呈01可さ  
望ス1呈中耳♀斗く清一01b3〉●01可半呈01司領ヒス1斗更ス1旦可司望ネ  
♀ヰく蒙一01b5〉  
僅か一例しか見られなかった体言文における副詞も同様の用法を示す．特に  
『蒙語老乞大』の「711且（ぬe－yOやっと）」はまさしく陳述副詞の典型であり，  
数量の限定によく用いられる．   
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1352●小人・♀輿望・吾：手・セ【小人盈三十二歳1く老上64a2〉●小人  
♀三三十二歳斗く老諺上57切7〉●小人♀三宅吾盲可斗く平上57切7〉●叫  
ヒ三宅吾号01斗【我逸三十二歳】く重諺上58bOl〉●ヰヒ書可Ot召吾喜司り  
／く清四18al〉●小人♀丑皇三十二歳斗く蒙四11b7〉  
上の（1586，1352）と（0013）の例を合わせて考えると，おそらく，とりたて語  
尾との結合によってそれらの副詞が陳述的な意味を獲得したのではないかと推  
論することも出来なくはないであろう．  
Ⅳ．時間的な前後に関する陳述的時間副詞   
Ⅳ－1．時間的先行  
ここで言う「時間的先行」とは，文に取り上げられる二つの事柄のうちどち  
らかが発話時より以前に行われたことを示す時間表示の意味機能を指す．これ  
だけは単に「過去」と片付けられそうでもあるが，これらの副詞によって文の  
事柄に対する何らかの話し手の態度や判断・認識が介在してはじめて，陳述的  
な性質を帯びることになる．  
呈月（l鰯1－5yeO）  
01望】（il肥ui）  
望月（imui）  
亨ヰ（Ⅰ紬）  
司Ol（keui－‖  
01旬月（il鴨ui－SyeO）  
句当月（eui－－†肥ui－町eO）†  
望当べ（i∬reui－SyeO）  
?????
??
?????
??
?????
??
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もちろん，ここに取り上げる副詞はすべてが同質のものとは限らない．つま  
り，時間表示機能と陳述的な性質のどちらがより顕著に現れるかによって，前  
者の方に重点が置かれるものと，反対に後者に重点が置かれるものが有り得る  
のである．（9）  
『鰊諾老乞大』の「呈・月〔t廻1一町eO早〕」の例（下の0491）は，以前の旅で  
見た填れた橋が修復されたかどうかという闘いに対する答えの文であるが，他  
の文献でもすべて「呈ペ（t虐1－SyeO）」になっている．   
この「望月（t娼トsyeo）」は「橋が修復された」ということに対し，すでに発  
話時以前に実現されたという時間的な位置を示すと同時に，聞き手の予想より  
も先であるという話手自身の認識を表している．つまり，話し手は聞き手の質  
問から「聞き手は修復をまだ予想していないのだ」と判断していることになる．  
まさにこの側面こそ陳述的であり，時間副詞が陳述副詞へとその機能を拡張し  
ていく証しであると言える．   
0491●呈二旦ヱ・司勇中り／【呈修起了／】く老上26bl〉●呈土工労㌧り／く老諺  
上23tカ9〉●呈旦ヱ労㌧り／く平上23bO9〉●呈旦正司人1司／く重諺上23t畑7〉●  
呈旦ヱ司人1司／く清二12b6〉●呈旦ヱ司ス1司く蒙二10al〉  
ところが，上の分布表からも分かるように『豪語老乞大』には他の文献には  
用いられていない「望月（t鰯トsyeo）」の用例が存在する．   
以下の（2925）ではそれぞれ「：0ト宇1〔a－畑i骨〕」＜続老＞，「望音〔iト  
jeⅦ）骨〕」＜老諺，平諺，清老＞，「望号〔il－jel止曾〕」＜重諺＞」に対  
応する．   
2925●・Ⅷ」ヱ±二旦三：呈・q／［我皇打聴得／］く老下66bl〉●Ⅷ皇量三宇り／く  
老諺下60aOl〉●Ⅷ旦量三宇り／く平下59blO〉●Ⅷ旦三貴且り／く重諺下62aO  
2〉●Ⅷ里量三三りく清八16a2〉●Ⅷ呈＿旦三三りく蒙八15b2〉  
一方，次の（0153）では「望・号〔11－je血曾〕＜額老＞，望号〔iトjel血曾〕  
＜老諺，平老＞」に，（1417）では他の文献すべてに「阜司〔mⅡ卜jyeo先〕」  
が，（08亜）では「01当月〔i－1肥ul－SyeO就〕＜老諺，平諺＞がそれぞれ対応し   
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ている．   
0153●旬・望／呈二王：叶与・り／：和音≡・脊・人l：更・q吾・ヱ【…／宜知得／…  
】く老上0馳6〉●瑠♀／旦至Ot㌧り／月喜呈古人1う】q吾ヱく老諺上08aOl〉●領  
♀／皇至0いTLりべ喜呈召人1望q吾ユく平上08aOl〉●書瑠01せ可人1しり月  
阜呈沓人1望司吾ヱ【大草可知道／…］く重諺上18aO5〉●句可「qヒ∴阜可Eり  
と小吉01中豊城呈有人1望可否忘く清一11a5〉●兄Ot叫ヒ呈旦OtlTしりペ  
呈呈有人1勇司草子忘く蒙一11b2〉   
1417●・♀・司皇塑せ・可・望弓子利口自椚塵説走者］く老上66b2〉●♀司皇  
旦せ司瑠亨0ト1しりく老諺上60aOl〉●♀司豊里＼巨］巧言Ot人1り／く平上60aO  
l〉●♀司豊里せ司定子司人1り／く垂諺上60∽6〉●♀司豊里議論亨可確言  
刀人1／く清四22a3〉●♀司呈土足亨Ot人1旦呈く蒙四15a5〉   
0840●朴べ 呈土・斗叶フ1tr・り【就放馬裏】く老上42a4〉●旦当土呂土せ  
十り【塵放鳥裏］く老諺上38aO2〉●三L当土呂土せヒリく平上38aO2〉●行李且  
ヱ呈喜土要㌧りキ［看行李放鳥了】く垂諺上38切4〉●・・・各室さ匝匝＝亘±登  
ナり司く清三09a6〉●…召る周回O1月呈旦呈上費ナりキく蒙三06a2〉  
「望月（t虐1一野eOもう，すでに）」と類義関係にあると思われる代表的なも  
のとして，「0周（i十meui），望仝（im一餌i）」と「早口川鰯¶阻）」，「01可月（ト  
汀eui－SyeO），望旬月（im－euトsyeo）」などが挙げられる．  
これらの副詞の分布を見ると，文献によって対照的な頻度を示していること  
がまず目につく．『清語老乞大』の場合には「望句（imヾui）」が一度使われて  
いるだけで，全く見られないのに対し】その他の文献では両方が併用されてい  
る．また，併用している文献でも「○周（il肥ui）」や「望句（imっui）」の方が  
圧倒的に優勢なものと，「亨叫（臓岨）」の方が優勢なものに二分される．十  
六世紀の『祝辞老乞大』だけにおいて「子中（伽）」の方が優勢で，残りの  
文献では「0周（il肥ui），望句（i肝eul）」の方に軍配が上がる．これを時代に  
よる用法の変遷と見るべきか，あるいは諺解に参加した人々の個人又は地域に  
よる方言の反映，あるいは口語体と文語体の違いによるものと見るべきかはこ  
こでは結論を下せない．   
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なお，故志部昭平先生の『諺解三綱行貢圃研究索引』（1990）によると，  
『三綱行軍圃』（十五世紀刊行）には「亨・叫（Ⅰ紬）」は16回登場するが，「01  
鞘1－－†肥ui），望旦＝imづui）」は現れない．また，筆者の16世紀刊行の諺解本の  
調査によるデータベース（8，000余用例）には，「01可（i－－1肥ui）」の場合，『老  
乞大』以外の用例は四つあるが『二倫行責圃』（1例），『大学諺解』（1例），  
『中庸諺解』（2例）となっており，いわゆる儒教の教化毒に集中している．そ  
の反面，「亨叫（l紗ma）」の場合には『二倫行貴腐』（2例），『礪諾小筆』（2例  
），『朴通事（上）』（1例），『初螢心自警』（2例）などとある．しかし，この  
データベースはまだ不完全なものであるので，さらなる厳密な究明が必要であ  
るということを指摘するに留めておきたい．  
「Ol可べ（iireui－SyeO），望91月（im－eui－SyeO）」の分布は，『標語老乞大』  
をはじめとし，その影響を最も多く受けていると見られる『老乞大諺解』及び  
平安監督版の『老乞大諺解』に限られていることが特徴的である．  
先に述べた「望月（t戒トsyeo）」は発話時において虎に実現されている事柄に  
ついて，それが何らかの基準よりも時間的に早いということを表すのに対して，  
「01皇l（i－】－meui），望雪（imヾui）」や「亨ロt（1紬）」，「01虫】月（i－－1肥ui一即eO），  
望勇月（imui－SyeO）」などは多少その機能の面で性質を異にする．  
「01当（il肥ui），望句（ilTトeul）」の用例の中で頻度的に圧倒的な優勢を見せ  
る用法は，次の（1853，0008）で見るように，既に存在するある事実に基づく仮  
定文に用いられるものである．   
1853●吐旦・01・司亨増／・甘叫ヰ・可」拍1：せ針句［塵這般時／…】く老下  
14a2〉●豊里01司青垣／有人1ヰ吾川刀1ゼ制卑く老諺下12bO5〉●旦旦01司更  
／有人1中音瑚刀1包判斗く平下12囲5〉●旦当01司り宇唱／雪71ヒ01彗司り  
斗／qせ01甘人1／せ亘望ス1土斗【塵這般説／‥・］く垂諺下13切2〉●×く清五20協〉  
●×く蒙五17a7〉   
0008●旦二旦・0は主・亨≡せ王京・2い月・叶ヰ刀・り／・可・祁：せ・ヲ・司旦  
可／【塵是這月初一日離了王京／・・・く老上01a9〉●史旦0ほ主亨≡せ王京句ペ   
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叫ヰ人1更／01司1せき叫斗モ叫呵≡／く老諺上01aO9〉●三1旦01巨星亨≡せ壬  
京旬月叫u人相／01月1せ呈叫中予斗可E／く平上01aO9〉●史当○ほ主亨貢  
せ王京月叫ヰ人憎／せ呈珊中三刀lot…［昼是這箇月初一日離了王京／…】く重諺  
上01aO9〉●qlol亘主勺叫呵叫月／01司1刀句 せき01可≧…く清一01bl〉●  
望句0ほ初号≡せ王京月呵せ土年号更／01可半呈01呈憎ヒス1斗く蒙一01b  
3〉  
これに対し，「亨・叫〔Ⅰ紬既〕」の場合にも同様の傾向を示しており，  
多くの場合に「01可（i－1肥ui），望句（i∬reui）」と置き換えられて使われる．  
（以下の1691，0298，1953の例）   
1691●：ql三＿二吐・平・旦・司・亨フぃり／ヰ・司：司lot司・司【仲基安貞時／…】  
く老下08a6〉●qlヱ1旦き司亨唱／♀司司10一己榊く老諺下07bO2〉●ql史旦き  
司 首里／♀司司10t司スtく平下07bO2〉●qlqき司 亨望／♀司益可商量亨スt【  
仲絶要責口尼／…】く重諺下08aOl〉●…く清五12b2〉●…く蒙五10b6〉   
0298●q：司三二吐姑舅両妖・朴ペせ計瑚王・可／［仲基是姑舅雨妖弟兄／】く  
老上16b6〉●叶司』旦姑舅雨域四1せ弟兄望華人1望／く老諺上15aO5〉●q司  
旦当姑舅雨頻回1せ弟兄望華人1卓／く平上15aO5〉●q司三1旦姑舅雨蘭河1せ  
弟兄01里／【作椚盈是姑舅雨妖弟兄／】く垂諺上15aO3〉●…く清一23a3〉●×く蒙一  
21al〉   
1953●：ql互二吐：叫・q号・望／【作塵不要時／】く老下19a8〉●ql豊里叶中  
耳望／く老諺下17bO3〉●ql豊里中耳号望／く平下17切3〉●ql史当普ヱ司 亨  
更／【件塵不要／】く重諺下1馳03〉●…く清六05a3〉●ユ司亨望・・・く蒙六01b5〉   
1117●互二生叫・ユ・朴qlヰ・斗：望・十1／［塵是客人只管的央及／］く老上54a5〉  
●望立lリユⅧqlユ司可∴可し／く老諺上4gblO〉●豊里叫ユⅧqlユ司斗可  
り／く平上4馳10〉●且型uユナ1ユ司会？句司り／【塵是客人只管央及】く重諺  
上49bO7〉●ヰユナ1ヰ司「有望旦王く清四04a2〉●ql01司 刀忘刀忘 可りく  
蒙三21b2〉  
次の（2135）では「亨・ロ川触）」＜撰老＞，「望句〔血瑠ui既〕」＜老諺，   
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平諺，蒙老＞，「01主】〔i－－一打eui既〕」＜重諺＞に対して，『清語老乞大』に  
は「コlol（㌍uトi）」という形態の副詞が用いられているが，この文献の二例以  
外はどこにも見当たらない．   
2135●：ql互二吐■沓・書：せ・叶り／［休題知道慣銭】く老下28a5〉●ql豊里  
古書曾更／く老諺下25bOl〉●ql豊里杏会普更／く平下25al〔H〕01〉●ql出  
甘書叫り／く垂諺下26alO〉●ql姐甘書Otし1／く清六15b5〉●ql旦生者会  
せ可・‥く蒙六10b3〉  
ところで，これまで述べてきた副詞「亨可（肋凪），01月（i十meui），望句（加  
っui）」が，「邑月（t娼トsyeo）」と区別される最も異なった使い方を次の用例  
に見ることができる．  
まず，「号・叫〔臓岨待〕」のもう一つの用法として，まだ実現していな  
い事柄に対する修飾である．次の（0730）の例では，「写叶〔Ⅰ紬待〕＜老諺，  
平諺，蒙老＞」となっているのに対し，『清語老乞大』では「フ1仝】（㌍ひヾui  
殆ど，間もなく）」，『重刊老乞大諺解』では副詞ではなく「旦胡ス1叶巧（針  
rae－jla一町eO間もなく）」という副詞句の表現になっている．   
0730●互二生可・≧・主呈・「・司呈・刊澄夫明了也】く老上38a7〉●互生古指  
主呈ユ司呈qく老諺上34bO4〉●互生可≧三晶旦司呈斗く平上3亜04〉●皇盟  
ス1叫巧東01圭司斗【杢久東関了］く重諺上34切4〉●斗≧01互生昌刀1亨dい1  
り／く清三03b6〉●斗≧01互生芸旦司斗く蒙三01a3－5〉  
この文の話し手の心の中には「まだ夜が明ける」ことに対して他の人々は未  
だだと考えているという前提があると解釈することができるであろう．その前  
提に対し，問題になっている事柄の実現（夜明け）はもっと早いものであると  
いう，話し手の判断を副詞によって示していると考えることができ，この副詞  
の陳述性についての説明ができるのである．『献詩老乞大』のこうした「号・  
叶〔臓m待〕」はすべて上記の（0730）と同様の対応関係を示す．   
1276●：唱・三三二吐qテ宇・司呈ヰ【店子鎧到也】く老上60b5〉●店主ヱ＿吐q  
モき01旦ヰく老諺上54bO6〉●店主互生qワ≡01主ヰく平上5瑚6〉●夏店主   
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互生ヰ呈呈01呈q【夏店箆到了】く垂諺上55bO2〉●店句互生り宇朝斗く清四12  
b5〉●店可1旦旦亡け瑠勺く豪四07a7〉  
「号可（Ⅰ削阻），01可（i－－1肥ui），望句（im－eui）」は実現した事柄や末実現の  
事柄両方に対する修飾が可能であるのに対し，もう→方の「01旬月（il肥ui－  
syeo），望雪月（imui－SyeO）」などは未実現の事柄に対してしか用いられない  
特徴を持つ．  
2975●亘R oト皇・月♀誉・写Ot7t・ヱ・司  ・亨土・斗［我二萱待【算】一卦去］く老  
下70M〉 ●Ⅷ豊里旦音響首領フtヱ司 亨土中く老諺下63bO6〉●Ⅷ皇塾生  
音響亨司7tヱ司 亨土斗く平下63bO5〉 ●烹7一夏卦≡早呈可 望司亨立【就  
去間一卦如何］く重諺下65bO4〉●×く清八19b5〉●×く蒙八19a3〉  
0807●0卜可・べ 杏壬・司 7t・司  ■且・斗【産経些醤爽】く老上41a3〉●三1旦当  
司フ1杏フtス］且叫く老諺上37aO3〉●ヱ1旦旦召01脊ブース］且叫く平上37aO3〉  
●醤外司且己ト‥［取醤来…］く重諺上37切4〉●×く清三07b5〉●些雪01呂♀  
醤フtス］且斗く蒙三04b2〉   
2050●01可・月：ロ1・せ・ヰ7tストエフt・碑［二萱眉【段j子将去】く老下23b8－9〉  
●三1旦旦可せぺ7tス1フ囲く老諺下21bO4〉●三1旦旦口1せスープ一句フtスtく平  
下21bO4〉●旦望月71叶違パフt司7一宇スt［二堂眉些鍛子幸去寮罷】く垂諺下  
22旭2〉●可せ阜小月旦旦フt司7ト音瑠百中フtスtく清六11al〉●旦旦可せ  
喜人目 フtスけtスtく蒙六06a6〉  
「01皇1月（i－－－Ⅰ肥uトsyeo），望月ペ（imっui－SyeO）」が未実現の事柄に対する修  
飾を行なうということは，議の手の意図を述べる文（2975），命令文（0807），誘  
い掛け文（2050）に最もよく用いられるという分布上の特徴によって裏付けられ  
る．   
実際に老乞大の六種の諺解本をよく対照して見ると，この「01立】月（トl肥uト  
町eO），望句ペ（iI†reui－SyeO）」は副詞聞の対応関係が非常に複雑になっている．   
次の例（1876）では，「・葺・瑚〔je止－j紀就〕」，「烹（gos）」などとも対応  
しており，他にも時間副詞とは思えない副詞などと置き換えられたりする．詳  
しい対応の状況は拙稿（1992a，b；1993a，b；1994）を参照されたい．   
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1876●三三・ロ1皇祖・里中［牙家産寓】く老下15a4〉●季音0†皇旦旦坐可く  
老諺下13bO5〉●号音01旦旦旦竺キく平下13bO5〉●三言01玉里可【牙子鹿希  
］く重諺下14bO6〉●三吉り1埜斗く清五22a5〉●主音周空耳く蒙五18M〉  
ただし，次の（0840）の例では，「01旬月〔ト・聡ui一別杷0就〕」がすでに実現  
している（または，進行している）事柄に対する修飾をしているように思われ  
る．その証拠に，『蒙語老乞大』では「望月（l娼1一町eO）」が用いられており，  
文の内容からも「一人が馬を放して守っていること」はすでに前から続いてい  
るとしか考えられないからである．しかし，このような例は老乞大の諸版の中  
ではこの→例しか見られない．   
鵬40●亨ヰ・可・召・旦・とり」cl月・ベ／朴月 呈上・斗亡中7け・り／［…／塵  
放鳥裏／】く老上42a4〉●号ヰ可召旦ヒリ01人〕月／』＿塾生呈ヒせ十り／く老諺  
上38aO2〉●亘叶可召且㌧り○持困／生当＿旦呈土せサリ／く平上38弧2〉●写  
叶司頑固〔l月／行李且ヱ呈喜土致ヒリ己H…／看行李放馬了】く重諺上38協4〉  
●亘 理01杏暑さ持回＝呈上潔守りキく清三09a6〉●吾ノ小言01召 二斗句中 01  
月旦旦呂土計小国く蒙三06a2〉  
『株諾老乞大』には，文自体は疑問文になっているのに，誘い掛けの意味を  
表す例（1158）に用いられた「01当月〔il肥ui－SyeO就〕」が見られる．  
1158●0卜可・ペ：司・フい匂・司書・喜・旨・望・覇  ：子・テ】：望・q吾ヱ［二堂那  
輿些草料如何】く老上55b8－9〉●五里司フ1日斗号音き望羽音01更司官立く  
老諺上50alO〉●星空雪01望耳号音き望潮音01望司亨立く平上50alO〉●  
豊里吐司71召可＝署名・宇司／司≡雪01ロ1甥q亨土［二監責些事料／‥・】く重諺  
上51aO5〉●・・・く清四06a5〉●…く蒙四01a6〉  
この例の「01・三トベ〔1づ把uトsyeo一教〕」に対し，他の老乞大には「苫勾  
〔愉lrSkeui一哉〕」や「吾ぜや1〔Ⅰ肋OnTe一哉〕」が対応している．  
Ⅳ－2．時間的後行   
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Ⅳ－1の「時間的先行」の副詞は，判断の基準としての「予想・期待」より  
ある事柄が先行すると話し手が判断する場合には用いられるのとは反対に，こ  
の「時間的後行」の副詞とはそのような予想や期待に対してある事柄が時間的  
に遅れると判断した場合に用いられる．こうした意味機能を遂行する副詞は，  
当然と言えば当然だが，未実現の事柄に対する判断を示すことが多い．  
まず，形態的な特徴と分布上の特性を見ると，「O一句（針jik）」という形態  
が老乞大のすべての版に用いられているのに比べ，「せ可（肌－－－jik）」は『横諾  
老乞大』にしか現れない．しかし，『続諾老乞大』では「Ot司（針jik）」（4例）  
よりはるかに高い頻度で用いられていることが次の表で分かる．  
副詞   礪老  老諺  平諺  重諺  清老  
16c初  1670  1745  1795  1765  
Ot司（㌻jik）  4  
せ司（弧rjlk）   12   
「Ot司（計jikまだ），せ司（弧－jikまだ）」はまだ実現していない事柄につ  
いて述べる際によく用いられるということは，その使用頻度から裏付けられる．  
これらの副詞の用例のうち，最も多くの用例を占める用法は次の（2880，2732）  
のような命令文，（0624，0310）のような誘い掛け文の中に見られる．   
2880 ●再1生二生せ司・斗［総量住着］く老下64a9〉●ql生生せ司斗く老諺下5  
8aO3〉●ql吐生せ司斗く平下58aO2〉●ql士旦司書叫く重諺下60aO6〉●ql  
せ司叫く清八13a5〉●ql生旦せ司叫く安八12b7〉   
2732●q司：号・可・子干・司・司：呈・喜子・善書・社・亨・刀・斗：せ・斗【仲  
南豪不須折桝高低】く老下57a4〉●q亘トき可干司申立書子吉喜昔哩可き斗  
く老諺下51bO2〉●q亘トき可千句司呈喜干書き阜軍司せ斗く平下51bOl〉●  
q司書可豊里旦主ロ1高低喜子王ス1曽叫［仲南家皇不須事耕高低】く重諺下5   
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3alO〉●q司書舌1孟互巧五大10tl∃き千旦ス1曹司く清八03al〉●q司書可  
固執亨申立吉斗且u且号〒主q せキく蒙八03al〉   
（2880）は肯定の命令文，（2732）は否定の命令即ち禁止文である．命令文で述  
べられる事柄は原則的にまだ実現していない事柄である．また，何らかの事柄  
について命令するということは，相手（命令の受け手）がそれに反する行動を  
起こしたか起こそうとしている時に発せられる．（2880）の相手は，発話時にお  
いて，部屋から出て行こうとしており，（2732）の二人の相手は争っているとい  
うことが前掛こなる．もしも，そういう前提がなければこの二つの発話は無意  
味なものになってしまう．   
従って，この二つの場面において時間副詞「Ot司（計jik），せ司（肌－jik）」  
が問題にしている二つの事柄は，（2880）では「出て行くこと」と「部屋に留ま  
ること」，（2732）では「争うこと」と「争いを止めること」になる，時間割詞  
「叶司（計jik），聖司（弧－jik）」はこれらの対を成している二つの事柄の時間  
的な順序付けをしているわけである．   
もちろん，その順序付けは必ず話し手の主観的な判断によるものであり，そ  
れによってはじめてこの副詞が陳述的な意味機能を備え持つことになるのであ  
る．  
次の（0624，0310）の誘い掛け文でも同様のことが言える．   
0624●旦二生せ・句／せ・スト1・斗・7t・利旦房子裏／坐的去来】〈老上33a7〉●史  
旦哲男や斗人1年フ一斗く老諺上30aO4〉●生旦曽雪せ斗人1斗フ一斗く平上30aO4  
〉●生旦房州フ川：旦到房裏去／】く重諺上30aO2〉●全ヒ旦甘可1雪01頚司せ攻  
q7りく清二22b5〉●生旦干喜叫せ孜q7t7tスtく蒙二19b4〉   
0310●ヰ・司 tかせ堂二生し持豆：叶司［ロ自椚閑話旦休説］く老上17a4〉●  
♀司沓菅生旦り宇q叫布く老諺上15悌1〉●♀司沓雪空旦り宇q叫ストく  
平上15bOl〉●♀司召召吾せ生生り呈ス1叫スtく重諺上15aO8〉●♀司生聖  
者せ喜ユ可スtく清一231）3〉 ●×く蒙一21∂．1〉   
（0624）は肯定の，（0310）は否定の誘い掛けであり，当然ながら，ここに述べ  
られている「部屋に座る＝休む」ことや「汚い言葉遣いをする」という二つの   
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事柄はまだ実現されていない．逆に，この発話暗までは「外で働いて」いて（0  
624），「汚い言葉遣いをしていた」（0310）のである．  
（2880，2732）の命令文の場合と同じ理由において，話し手はやはり対を成し  
ている二つずつの事柄の間の時間的順序を主観的な判断に基づいて付けている  
のである．  
以下の（1657，1805）は話し手の意志の表明としての叙述文である．   
1657●・Ⅷ旦二旦・舌t・希・叫・7t土・ヰ［裁量到下底去】く老下06M〉●Ⅷ士里  
中司句フtゝ斗〈老諺下06aO2〉●Ⅷ生丑年司句7tヒ疎く平下06aO2〉●Ⅷ±  
旦下底可17ト土斗く重諺下06切1〉●Ⅷ下虎句フt土斗く清五10a5〉●Ⅷ「年司可1  
フt土中く蒙五08b3〉   
1805●・相生二旦ql・望・匂吾・沓・喜三・呈・叫【裁量掛年足的償鎚】く老下12a  
l〉●Ⅷ土旦ql瑠吾古書三呈叫く老諺下10切9〉●Ⅷ土星ql巧言甘書  
三三叫く平下10切9〉 ●用土旦ql巧言沓全景スtく垂諺下11bO6〉●Ⅷ生旦  
ql瑠享有書吉スtく清五17b6〉●Ⅷ土旦ql定至古書貴スtく蒙五15a5〉  
この二つの場合でも，先に述べた二つの事柄が想定される．つまり，（1657）  
では「宿に戻ること」と「戻らずここに留まること」，（1805）では「相手の話  
を聞くこと」と「聞かないこと」がそれぞれの文において副詞の順序付けの対  
象になっているのである．  
次の（2702）例では判断の対象は第三者のことであるけれども，その事柄に対  
する判断を下しているのは，話し手である，   
2702●・0卜司1嬰単三，斗≡・q ワ・呈スt叫也二旦：Ot・ワ司・叫・芙：唱・  
ヱ・司・甘・91旦宇・ヱ・司・亨十しい斗【…／旦得暖衣飽飯］く老下55b6〉●…／生  
旦叫旦司叫♀匂ヱ甘可旦呈ヱ司亨ヒリ斗く老諺下50aO8〉●…／生旦O一旦  
司ヰ又竜王甘可旦旦ヱ勾亨ヒリ叶く平下50aO7〉●…／士旦貴人1匂ヱ甘  
01旦吾せ干亨q2日…／旦求得暖衣飽飯】く重諺下52aO4〉●…く清七24a5〉●…  
／ヰせ且告唱刀1せ可司日工飲食与冒1半量州せ可司雪正司亨司キく蒙七  
23a7〉   
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Ⅴ．おわりに  
以上の諸例を通じて老乞大の諸版に出てくる時間副詞の中には，文に述べら  
れている事柄に対する話し手の判断や態度を表す「陳述的な」ものがかなり存  
在していることが明らかになった．   
これらの副詞は，基本的に時間副詞であるので事柄が占有する時間的位置を  
示すと同時に，話し手の予想・期待あるいは他の事柄との時間的関係性を基準  
とした，話し手の判断や態度を示すのである．この二重の文法機能の存在こそ  
筆者が本稿で明らかにしたかったことである．   
本稿では老乞大の六種のテキストの対照法によって作成されたデータベース  
を基に，諸版に用いられている時間副詞のうち陳述性を最も顕著に示している  
副詞を対象にして，その意味機能を記述した．   
これらの六種の老乞大は十六世紀から十八世紀という，かなり幅のある時代  
の言語を反映しており，厳密に言えば，共時的な研究には成り得ない．また，  
限られた文献だけを対象にしたという点では，適時的な研究としても語彙の歴  
史を捉えたと言うには物足りない．   
しかし，引用したすべての用例を見ればすそ分かるように，老乞大の諸版は  
内容が共通しているということ，時代による言葉の変化よりは以前の諺解を底  
本にした諺解法が取られていたと考えざるを得ないほど諺解文の構造や表現が  
近似していることなどを勘案すると，刊行経緯や性格の異なる文献同士の対照  
とは状況が違うのである．   
本稿はそのような考え方から，厳密な時代別の区分は行なわなかったのであ  
る．しかし，最終的にはそれぞれの老乞大に対して同時代の文献の資料と合わ  
せてその特徴を捉えて行かなければならないと考える．  
【注】   
（1）．以下，本文における朝鮮語にはローマ字による転写及び日本語の意味  
を付ける．このローマ字転写は，KENソフトウェア工房の水野健氏によるH  
R転写方式に，筆者が朝鮮古文字を加えたものである．これは，現在パソコン  
のネットワーク上で水野氏と共同で進めているパソコンの異機種間のハングル  
文字コード変換表示及びデータ処理システムの開発に採用されているもので，   
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古文字に関する部分はまだ暫定的なものであり，変更の可能性はある．  
（2）．現代語の時間副詞の時間表示機能及び陳述的な機能の存在については  
拙稿（1989）を，陳述性の定義や陳述副詞の分類などについては拙稿（1991a）を  
参照されたい．  
（3）．表の最後の行に見られる†は，当該の文献において明らかな表記の間  
違いがある場合に，正しい形態の下に並べたことを示す．  
（4）．引用する各用例の最掛こ付いている四桁の番号は，拙稿（1994）などの  
基になっているデータベースにおける用例の固着番号を表す．筆者の公開した  
データベースをパソコン用の磁気ディスクで検索するなどの，検証をしやすく  
するために，ここではその番号のまま引用することにした．   
なお，「ヌ〔g蝕檎〕」に用いられている〔〕は，老乞大の漢文に現れた  
対応語を示す時に用いることにする．  
（5）．用例の引用の際，漢文の諺解本で原文が付いていない場合には，その  
前に引用されている文献と同じである。なお，×は対応する諺解部分が存在し  
ないことを示す。   
また，出典の表示は文献名の略語の後ろに，巻・張の表裏（a：表，b：裏）・  
行の願に示した。従って，ここの「老下01a8」は「横諾老乞大・下巻・一貢・  
表・8行目」に当該の副詞が用いられているということになる。  
（6）．「発話場面」の定義については拙稿（1989）を参照されたい．  
（7）．現代語における「可望（h計philあいにく）」がその代表的なものであ  
ろう．副詞の表す時間的な意味としての「時間の合致」という点ではプラス志  
向のものと同様であるが，「期待や予想に反する」という点では異なるのであ  
る．  
（8）．他の文献には該当する副詞が用いられておらず，特定の文献の用例の  
みを示す場合には，・・・で例文の省略を表し出典のみを記すことにする．  
（9）．文法範疇の分類における境界の不明確性（曖昧さ）は拙稿（1991c，19  
91d）でもすでに指摘したことがあるので参照されたい．  
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